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イエスにある平安（ヨハネ14:25-31）
　私たちが人生を生きて行くうちに、最強の武器があればなんだと思いますか。人それぞれいろいろなことを思い浮かべるかもしれません。しかし、心の揺れることのない平安があれば、しかもそれがなにものにも奪われることのない真の平安であれば、その人は人生に勝てるようになるし、必ず、希望にあふれる輝く人生の門が開かれるはずです。つまり、心の平安こそ、人生最強の武器ではないでしょうか。しかし、人々はこの平安が持てなくて、逆に心の根っこの方に不安を抱えているので、その不安を消すことができないがゆえに様々な争いに走るようになります。最近、あちこちから紛争のニュースが耳に聞こえてきますが、紛争も小さいものであっても、大きいものであっても探っていきますと、結局、不安から始まったものではないでしょうか。それから、今は生活の一部になってものすごく自然で当たり前なことになっているかもしれませんが、偶像に頼り、占いに走るということが普遍的な内容になりつつあります。なぜこのようになってしまうのでしょうか。それも結局は本人が遊びのつもりでも、あるいは好奇心でやると言っても、実際は心の中に不安を抱えていて、不安のためにそういう形になるものではないでしょうか。
最近、また脱法ドラック、脱法ハーブと言う言葉が頻繁に聞こえてきて、社会的な問題になっていますが、それも結局は精神的な不安と言うところから、求めて、求めて行ったところがそこではないでしょうか。インタビューの内容を聞きますと、「好奇心で友達がやっているのを見ると良さそうに見えたので手を出したらはまってしまった」と言ってはいるのですが、その好奇心がどこから生まれるものでしょうか。なぜそのような好奇心を持つようになり。また１回手を出すことによってはまってしまうようになるのでしょうか。自分では抑えることのできない、消せない不安と言うものがあるからではないでしょうか。ほとんどの人生の問題は形はいろいろありますが、この心の不安から始まって、不安によるものではないかと思います。心の不安というものは結局、焦るようにさせてしまうし、正しい判断と選択ができないようにしてしまいます。精神的には追い詰められていて、そこから逃げるための様々な症状が起こるようになります。時には外に向かって暴力的になる場合もあるし、あるいはすべて遮断して引きこもってしまうときもあるし、ときには一つのことに執着して、そこから抜け出すことができないようにのめり込んでしまう症状もあるし、様々な症状が実は不安からもたらされるものではないでしょうか。ですから、世の人々はこの不安から抜け出して、不安を消して平安を持ちたいと言う願いを持って平安を探し求めているのです。そして、よく考えてみると、このような不安というものは富が歩かないか、その有無と関係ない、学歴と知識の有無と関係ないものだということが、見てよく分かります。その代表的なケースがお釈迦と言う人は宮殿で王子として生まれた人間で、何一つ不自由がなかったものです。それにもかかわらず、心になにかの不安を抱えて、説明できないものを抱えていたので平安を求めて、人の姿を見ると108の悩みを抱えて生きるものなので、そこから抜け出して違う人生はないのだろうかと、平安を求めて、求めて、外の世界に出てしまったという経緯があります。と言いますのは、不自由がないから不安を消せると言うことでもありません。お金がたくさんあるから不安が消せるわけではないと言うことです。お金のないものはないから不安だと思っていて、金が入って来るとその不安は消せると思いますが、金がないが故にあった不安は消せるかもしれません。しかし、根本的に不安が消されないわけなので、また不安がその人に訪れてくるようになります。そのときはある意味、パニックな状態になるのではないでしょうか。いったい、何だろう。なぜ不安は消せないのだろうか。
この不安を本当の意味で消して、そこから抜け出して、真の平安を持って生きることでなければ、ある意味人生終わるときまで追いかけられて逃げ回るような状態がずっと続きます。何一つ意味あることが実際にはできないままの状態が続くようになります。そういう意味で神様は私たちに向かって、また人間に向かって平安を与えるとおっしゃっているわけです。しかし、多くの人がよく分かっていないまま、不安で様々な症状でかられているので逃げるために平安を求めて、求めて探して頑張っているのですが、人々が探し求める平安というものはいつでも一時的なものです。ここに平安があるかと思いたどり着いたかと思っていたら、しばらくしますとその平安はまたどこかに消えてなくなります。そのような平安でよろしいでしょうか。しかし、世の中で人々が求める平安と言うものはそういったものしかありません。いつか、しばらくしますと必ず壊れて行くようなものです。まるでガラス製品のようになってしまいます。

それから、平安だと思っていたものが実は相対的なもので、何かによって左右されるものであると言うことがよく分かります。それが人々が求めて手に入れたと思い込んでいる平安と言うものの性質です。人に平安を求める場合もあるし、ときには何かにのめり込むことによってすべて何もかも忘れ平安を持ちたいと言う努力もあります。あるいは自分の目標を一生懸命頑張って、その目標にたどり着いて達成するとその達成感によって平安が与えられる場合がありますが、そういったものはいつも相対的なものです。人が変わるとその平安はまた消えて行きます。目標というものは達成しても真の満足はそこから得られないものなので、しばらく経ちますと、またその平安は消えてなくなるものです。これが世の中で人々が求めると言うものではないでしょうか。仕方がなく、人々は悪いとわかっていながらもドラックや酒や脱法ハーブのようなものに走るしかありません。一時でもこの不安から逃げるために、楽になりたいと言う気持ちで薬をやると、その瞬間は楽になります。その後は地獄が待っていると一般の人も言っています。しかし、逃げることができません。それ以外に、彼の心のうちになる不安を消してくれるようなものが見当たりません。だから、彼らは必死ですべてをうっぱらってでもそのようなものを手に入れようとしています。また、依存症になるしかありません。また、世の中で人々が求めている平安というものは、あくまでも感情的なものが多いです。自分の感情によってそうだろうと思い込んでいる場合も多くあります。人の感情というものは信用できないもので、朝晩ころころ変わるものなので、それによる平安というものは真の平安とは言えないし、私たちの人生を狂わしている不安を根本から消す力にはなりません。別の言葉で言いますと、ほとんどの平安と言っているものが主観的なものです。自分でそう思うから平安だと、それでいいじゃないかとほとんどの人が言っています。しかし、そうではありません。
前にもお話した覚えがありますが、お金があるから地位があるから社会的に認められるから平安が保証されるものではありません。ヘミングウェイと言う人は、今申し上げましたすべてを全部手に入れた者ですが、実際は平安がなかったので、不安を消すことができなかったので、どこに行けば何をすればその平安を手に入れることができるかと探し求めていて、キューバが目の前に見えるアメリカの一番南部の方の、まるで地上のパラダイスと言われているようなところに別荘を構えて暮らすことになりました。そうすれば平安が求めるかと思って。自分がとても好きだった猫を99匹飼いながらそこで暮らしていましたが、地上の天国と言われているそこでも平安は見当たりませんでした。最終的には愛用していた猟銃を首にかけて自殺をし、人生の幕を閉じてしまったということは有名なお話ではないでしょうか。不安のゆえに、本当は思っているままにもならないし、なにかがねじ曲がって思いどおりに行かないものが人生です。逆に人生を楽しむ、また人生を生きていくと言うよりは、何かに追われて逃げ回るような人生がずっと続くのではないでしょうか。それが実は心の根っこにある不安のためにそうなってしまうのです。それを消さない限りは。だから、皆、そこから逃げたいと言う願いがあるにもかかわらず、真の平安というものはどこに行っても手に入りません。人生を豊かにして、意味ある人生を生き、またその人生を楽しむことができるための真の平安というものは見当たりません。
なぜでしょうか。どうすれば、どこに行けばこの真の平安があって、またそれが私のものになるでしょうか。それは人が求めることが悪いわけではありません。しかし、人間というものはそういうことによってこの平安を持つことができる存在ではありません。人は最初から神のかたちにつくられた霊的な存在です。ですから、魚が水の中にいないといけないように、木が根っこを土に下していないといけないように、魂のある神のかたちである人間というものは、霊であられる創造の神様に根を下ろして、つまり、創造の神様とともにいるようにしなければいけません。つくりがそのようになっているものですから、つまり、消えることのない真の平安、すべての不安を消して、だれにも奪われることのない平安、人生の最強の武器となる真の平安は、真の創造の神様がともにおられるところにあるものです。それをインマヌエルと言います。インマヌエルは訳しますと、神様が私たちとともにおられると言う意味です。インマヌエルのみに人が求めても、求めても、本当は手に入れることができない、人生を豊かにすることができる真の平安の秘密そのものです。神様がその人とともにおられることに、真の平安があります。
なぜでしょうか。神様こそが全能なる方であり、永遠なる方であり、完璧で完全なる方であるからです。私たちのこの理性、頭の中では言葉は言えるけれども、概念は100％理解できない単語があります。それが全能とか完全とか永遠と言うものです。しかし、それは神様にのみ当てはまる言葉です。完全なる方です。永遠なる方です。全能なる方です。その全能であり完全である方がともにおられることによって、その神を信じる信仰、信頼の思いを持つことによって与えられるものが平安です。完璧、完全というものがバックグラウンドにならなければ、平安というものは期待できません。全部、自分の思い込みに過ぎないもので、しばらく経ちますと必ず壊れていくようなものです。そうではないでしょうか。どこに真の平安があるのでしょうか。平安がない限りは、人生はもうすでに負け組です。いや、まだ生きてもいないのに。まだ15歳なのに。まだ二十歳にしかなっていないのに。人生はまだ長いのに、何が負け組なのでしょうかと思うかもしれませんが、平安がない限りは武器がないまま戦争に関わることと同じことなので、見なくても負けなのです。だから、ある意味は負ける人生を生きるよりは死ぬ方がましかもしれません。正確に申し上げると。だからと言って、死のうとは思わないでください。真の平安を手に入れないといけません。皆さんの願っている、望んでいる地位と財力と実力と人脈などを手に入れる前に、真の平安、最強の武器を手に入れなければなりません。ぜひ皆さん、そのような平安の人、また平安な人生を送っていただきたいと思います。

その住所はどこでしょうか。何番地でしょうか。どこに行けばそのような平安があるでしょうか。今はすごく便利な時代なので、携帯のGPSによってすぐに場所、位置を検索できるようになっています。真の平安はどこを検索すれば見当たるようになるのでしょうか。創造の神様がともにおられるところ、インマヌエルと言うところにのみ真の平安というものがあります。その神様がともにおられるためには、どのようにすればよいでしょうか。どのような方法で神様が私たち人間とともにおられることにしたのでしょうか。これが秘密です。目に見える形ではありません。目に見えない形でなければ、皆と一緒にいらっしゃることができないので。しかも一時的にしばらく一緒にいるのではなく、永遠にともにおられるようになるためには助け主、聖霊様を通してともにおられる方法しかありません。それでイエス様は今日、おっしゃっています。助け主、聖霊をあなたがたに遣わして、あなたがたとともにいることにするよと。つまり、真の平安は創造の、全能なる神様がともにおられるところにありますが、それは助け主、聖霊様を通してなるものです。真の平安は助け主、聖霊によってのみ与えられるものです。他のものは番地が違うので求めようとしないでください。結局、がっかりして失望しか何も残りません。聖霊による平安こそが、真の平安です。その聖霊様が遣わされ、ともにおられることになれば、今日の聖書にこう書いてあります。すべてをあなたがたに教えるようになるでしょう。また私があなたがたに話したすべての内容も思い起こさせてくださるだろうと。聖霊が、助け主、御霊様がともにおられるようになりますと、そのときまでは100回聞いて奇跡を見ても理解できなかった福音の素晴らしいお話、神様の喜びのお知らせが理解できるようになります。つまり、神様のみことばが正しく悟れるようになります。そのことによって、なにがなんだかはっきりと分かるようになりますので、神様のみことばによってのみ真の平安は与えられるものです。助け主、聖霊様によって悟られる、神のみことばにのみ真の平安というものがあると言うことです。

皆さん、神様のみことばが何でしょうか。みことばを正しく悟れるようになりますと、今までにあった不安が消えて無くなります。この世が与えることとはまったく違う平安が、その人の心を支配し始めるようになります。不思議でたまりません。そんな経験はないでしょうか。もしもなかった方は、聖霊によって全能なる神様がともにおられる、そのことによって神のみことばが分かってくるようになる道がありますので、ぜひ真の平安の中に入っていただきたいと願います。神様のみことばはたくさんありますが、どこを見てもみことばは単純です。福音の内容です。人は罪を犯し神から離れてしまったので、希望がありません。滅びるしかありません。不幸な人生に捕らわれてしまいました。しかも、人が努力して、世にあるものによる他の方法ではそこから抜け出して、また幸せになる方法などは一切存在しません。宇宙にありません。これが神様のお話です。神様のみことばです。それで今までの努力や、今までねじ曲がるようになったことが全部、理解できるようになります。なるほど、そうだったのか。なぜ心の病で病んでいて、精神的に圧迫されるようになったのか。すべて理解できるようになります。神様から離れてしまったので、そうなるしかありませんでした。あの人にはトラブルとして、私には精神的な問題として、様々な形で現れているだけであって、理由はそこだったのだね。しかも、その罪というものは悪魔のしわざなので、私が努力して考え込んで、あるいは工夫して何かをするから変わるようなものではないのだね。そういったすべてから、ある意味、自由になるのではないでしょうか。全部、下して、すべての負担から自由になって、神様のよい知らせを聞くようになります。だから、最初からあなたがたに言ったでしょう。キリストが来られることによって、神から与えられる、神から遣わされる、人間ではない神様ご自身であるキリストが来られることによって、そのキリストがあなたがたの罪の身代わりとなって悪魔の頭を踏み砕いて、そのことによってあなたがたには希望がある。あなたがたは助かる。あなたがたの人生は変わる。あなたがたの不安、不幸な人生は終わりを告げることができる。あなたがたには真の平安が与えられるようになる。そのキリストがイエス様です。誰でもイエスの御名を信じるものは救われる。これが神様のみことばです。これが聞こえてきて、そのみことばが理解できると、不安は消えて行きます。今まで不安にならざるをえなかった様々な要素が、すべていらないものなのだと力を失って消えて行くようになるし、それは全部嘘だったのだと言うことがばれてしまうようになるので、真理があなたがたを自由にするということが体験できるようになります。今まで皆さんの脳細胞、心の中、思いの中に入っている様々な思い、記憶、いろいろな考え、全部嘘です。騙されないように。いつ分かるのでしょうか。聖霊が臨まれて、その聖霊様が悟りを与えることによって。神のみことばが分かるようにしてくださるそのときに、初めて自由になります。

何が不安でしょうか。何のために心を騒がし、心の不安を抱えていらっしゃるのでしょうか。実は神の聖霊がともにおられないからです。神の聖霊がともにおられても、みことばをまだ悟っていないからでしょう。それなのに平安を求めて、不安を消すためにどこを探して何を求めているのでしょうか。神のみことば、福音のみことばを求めてください。そこにのみあるものが、人生、最強の武器である真の平安というものです。今、イエス様がおっしゃっています。私を信じているものは、この祝福の主人公なのだ。私があなたがたを離れて、十字架にかけられ、よみがえられて、父のもと、天に昇られる理由はあなたがたにこのような平安をもたらすためなのだ。そのプロセスなのだ。私はあなたがたに平安を残しますとおっしゃっています。どのようにすればインマヌエルの祝福になるための助け主、聖霊様がともにおられるようになり、その聖霊によって神のみことばが悟れるようになるのでしょうか。そのすべてがキリストをイエスの中にあって行われるものです。つまり、真の平安というものはイエス・キリストの中にあるものです。他にはありません。世界中、どこを探してでも真の平安は見当たりません。見つけることはできません。なぜでしょうか。イエスの中にのみ、真の平安はあるのです。イエスの中にのみ、福音のみことばがあるし、その中にのみ、聖霊様が臨まれともにおられるいのちの祝福があるのです。イエスの名前はインマヌエルです。イエスの他には平安はありません。他にある平安というものは、冒頭で申し上げましたようにすべて偽物であって、壊れて去っていくようなものです。このイエスの中にある真の平安、神様はこの平安を私たちに与えようとしていらっしゃいます。この平安は先ほど申し上げました、壊れて無くなるような一時的な、感情的なものではなくて、何かによって左右されるものではなくて、この平安こそ絶対的なものです。環境がどう変わろうが、自分が弱さを抱えていようが、不利な条件を抱えていようが関係なく、この平安は保てるものです。それに右往左往、左右されるものではありません。イエスの中にある、聖霊がともにおられることによる、神がともにおられるその平安というものは、絶対的なものです。聖書にはそのような証拠だらけではないでしょうか。死の影の谷を歩いていても、その怖い、恐ろしい、環境、状況が奪うことのできない平安です。このような平安こそが真の平安であり、人生を生きる上で最強の武器となるし必修です。これがなければ結局、人生が何かに振り回されて、右往左往するようなさまよいの人生になるしかありません。たとえ、形は成功を治めたとしても、成功ではありません。その人の心には消えない不安が渦巻いていて、いつまでたってもさまよい続けるしかありません。神様は私たちを愛してイエス・キリストを送ってくださいました。聖霊を通して、私たちとともにおられるために。それ以外には平安を持つ方法がないので。今まで、嘘にまみれて、サタンがまいていた偽りに染み込まれていた私たちのすべての思いをきれいに掃除するために、神のみことばを悟らせるようになります。そこに平安があります。サタンは嘘、偽りを通して、人々を不安に捕えます。あるいは偽物の平安を与えて勘違いするようにさせます。騙されないように。イエスの他にはインマヌエルはありません。ゆえに悪魔のしわざによる不安から逃げる道はありません。感謝なことにイエス・キリストを与えられることによって、そのイエスが十字架で血を流されたことによって、よみがえられましたイエスによって、誰にでもイエスを信じる者には助け主、聖霊が遣わされる道を作りました。私たちの平安のために。偽物の平安ではなく、コピーの平安ではなく、真の平安を持つことのためです。絶対的なものです。ときにはこの平安を持っている者が、刑務所に入れられたとき、なんと人間的に考えたら不安でしょうか。
ペテロは刑務所の中でいびきをかきながら寝ていました。明日、死刑の日なのに。なぜでしょうか。精神的なおかしいアホか、人々は理解できない真の平安を持っているか、二つの中の一つです。ペテロは平安でした。死が怖くありません。日本人の場合は良い習慣、文化をたくさん持っています。特に時間にものすごく厳しくて正確に時刻を守るとか、責任感が強いとか、それはとてもよい性格だと思います。しかし、それがあまりにもひとりひとりを縛り付けるような内容になると、それは不安です。徹底的に守ろうとすることが焦りになり、それを守らないと不安でどうなるのだろうという不安でたまらないと言うことで守ろうとするのであれば、守ったとしてもその人にあまりメリットがないでしょう。そういう意味では、破っても構わないくらいの余裕を持たないといけません。世の中にある秩序や何かのルールや決まりなどに縛られる理由がありません。守らないとどうなるのだろうと言う全部、不安なのです。だから、守ったにもかかわらず、幸せでもないし、最終的には胃腸が壊れたり、頭がおかしくなったりするのです。これは時間も時刻も適当に守らなくても、韓国の人のようにやってもよいと言う意味ではありません。ただ一番大切なのは、平安の内にあるのか、不安でそれで厳しいのかの違いです。よく考えてください。何一つ正しいことはありません。皆さんの頭の中で考えていることの中で、正しいことがないのに、なぜそれに縛られるのでしょうか。そうならないようにイエス・キリストが来られました。すべて疲れて重荷を負っている者は、私のところに来なさい。今、私たちに必要なのは時刻を正確に守って、ルールを守ることの前に、たとえそれを守れなくても、それによって崩れない平安を持つと言うのが優先ではないでしょうか。それはイエス・キリストにのみあります。皆さんが時刻を守らないで何かが起きたとしても、主がともにおられるものであれば、それにもかかわらず皆さんは平安でなくてはならないし、また平安を保てるようになります。そこから、間違いに対しては別の見方があり、別の処理の仕方と言うものが生まれるようになります。ほとんどのクリスチャンがこの平安を抜きにして、あるルールをしっかり守れれば良い人間と言う考え方を持っています。だから、皆疲れています。

そして、最後に申し上げますが、世が与えることとは違う平安、この平安が必要な本当の理由がありますが、それが全く見えてきません。そうすると人生は勝ち組なのに、残念ながら負け組のような人生を送るようになります。ものすごく残念です。だから、真の平安がどこにあるのか。刑務所の中にいても平安であることが可能です。何があっても。何かの問題やトラブルに対処すると言うことはしなければいけないでしょう。常識でしょう。でも、その対処も不安で対処することと、平安を持って対処することとは違うのです。平安を持って対処すると言うのは、たとえこれを対処したときに思いどおりに行かなくて、反対の方向にねじ曲がったとしても私は構わないぐらいの平安を持って、余裕を持って対処するのです。それがどこにあるのでしょうか。そのような平安が絶対的な平安です。イエス・キリストの中にある平安。聖霊によって神様がともにおられる、しかも内側に来て私とひとつになってともにおられるがゆえに与えられる平安というものは、絶対的なものです。相対的ではありません。もし皆さんが、イエス・キリストを受け入れたのであれば、皆さんにある平安はそのような平安であるし、またそのような平安でなければいけません。それを固く握ってエンジョイしなければなりません。その平安は最強の武器なので、何ものも、どういう環境も勝つことができません。すべてに打ち勝つ武器です。刑務所であろうが、死の影の谷であろうが、濡れ衣を着せられることがあろうが、関係ありません。この平安が真の平安です。イエス・キリストの中にこの平安があります。

そして、この平安は永遠に変わらないものです。永遠にともにおられるわけですから。特に覚えていてください。すべての不安の元凶というものは悪魔、サタンです。だから、不安と仲良くしないようにしてください。しかし、仲良くしない、逃げたいと言う思いは皆、ありますが、どこに逃げ場あるのか、どこに平安があるのか分かっていないから、ずっと追いかけられているのでしょう。もう終わりにしましょう。イエス・キリストの中にあります。イエス・キリストが不安の元凶、張本人である悪魔の頭を踏み砕いて、悪魔のしわざを完全に打ち壊して勝利なさったので、そのイエスによって与えられる平安は永遠なるものです。永遠に変わることはありません。騙されないようにしてください。
そして、イエス・キリストによるこの平安を持つものは、どうなってしまうのでしょうか。本当に真の平安を持って味わい、これをエンジョイして平安の中を歩いている人は違います。他の人が神経をとがらせ争って、泣いたり笑ったり喧嘩をしたり戦ったりしていることと関係ないと言う感じで生きて行きます。余計な他の喧嘩、争いから、足を洗うようになります。平安があるものは。正しいかどうか私はわかりません。周りから見ると、周りの人よりもっと分かっているのですが分かりません。どうなっても構いません。なぜでしょうか。奪われない絶対的で永遠なる平安を持っているので、つまり、他の戦い、余計な争いに巻き込まれることなく、それに時間を捕らわれることなく、心を奪われることもなく、躊躇しないで引っかからないで迷わないでまっすぐに本来、真の平安を持つものが歩くべき道、契約の道に向かって進むようになります。これが平安の正体です。真の平安というものは、ただ良かったね、楽だねとそこに留まるもののためではありません。なぜこのような平安が必要なのでしょうか。なぜイエス・キリストは十字架にかけられて、聖霊を通して私たちとともにおられるようになったのでしょうか。真の平安はそれしかないからです。真の平安は絶対的で、永遠なる平安を与えるためです。なぜそのような平安が必要なのでしょうか。神様の願い、残りの生涯を私たちが生きる理由、地球の必要である福音宣教のためです。これが契約です。これが神様の契約です。これを子どものときに気づいたとあれば、その人の人生は何も心配しなくてもよい、必ずトップに立つようになります。それなのに、親の方々もこの平安がないので、子どもがこうなれば不安、ああなれば不安、こうならなきゃ、ああならなきゃ、それはすべて不安からのものです。どうなっても構わないのではないでしょうか。私の子どもがこの世が与えることとは違う平安を持って、残りの生涯、契約のために生きることができるように、福音宣教、真の平安の主であるイエスを伝えることをメインにして生きる人間になるようにしてください。これが祈りではないでしょうか。

そのような答えを持って、具体的に自分の人生を実際的にそれに合わせて整理することを献身と言います。これは2部の礼拝のテーマです。平安の結果は、「ああ、良かったね」もありますが、真の平安の結果は、かならず今までぼやけていた、今まである意味では隠れていた契約の世界の扉が開かれます。平安を持つものにのみ。この平安がないのに伝道と言われると、クリスチャンだから伝道は当たり前だとは理解するのですが、自分のものにはなりません。他に、この世に、私はある意味、もう用はない。用なしです。今年は洋梨を一度も食べていませんが…。それが平安です。違いますか。何の用がそんなに多いのでしょうか。皆さん、偉い方々なので忙しいですね。用がたくさんあります。この世に未練もないし、用なしです。それが平安です。その時に初めて開かれます。残りの人生、生きる理由、最高の価値は神のみこころ、神の願い、神様の契約、この真の平安の主、イエス・キリストを、平安がないまま滅びて行く魂に、現場に宣べ伝えることではないのか。自分は格好いいな。自分の人生は素晴らしいなと考えられるようになります。それが真の平安です。その平安をどこに求めていらっしゃるのでしょうか。どこに本当の平安があるのでしょうか。イエス・キリストだけです。だから、逆に言うと人にあまりに失望したり期待したりしないでください。必ず壊れてしまいます。イエス・キリストだけです。そして、キリストにある平安をエンジョイし、その平安に豊かになった方がそれがあふれ出て、その平安が流れ出ることが愛です。それこそが周りの人にも必要なものです。皆さんの期待が必要なわけではありません。皆さんからあふれ出る、イエス・キリストにある平安が必要なものです。皆、不安なのです。あらゆる形で隠しているだけであって、皆不安なのです。契約に向かって。つまり、真の平安というものは別の言葉で申し上げると、契約的平安と言えるものでしょう。それが真の平安です。必ず契約の方に引っ張っていく平安です。皆さん、本当の平安であれば用なしでしょう。それなのに今日も会社に用があるでしょう。今日も家庭の中に用があるでしょう。今日もどこかの商売に用があるでしょう。今日も病院に用があるでしょう。いろいろな用があるでしょう。用なしなのに。本当はやる必要ありません。全部止めてください。本当の平安があれば、それは天の御国の平安です。世が与える平安とは違う平安です。この世にある偽物の平安で、勘違いしたりしないでください。その平安があればその人は変わります。契約のために今日の仕事がある。契約のために今日の商売がある。契約のために今日、病院に行かないといけない。健康を管理しないといけない。契約のために、福音宣教のために、伝道のために。それで行くのと不安で行くのとは違います。病院に行かないと病気になってものすごく苦しんで死んだらどうするかという不安で病院に行けば、病気が大きくなるのではないでしょうか。そういう意味で私は○○保険とかはあまり加入しません。これは聞く耳のある人が聞いてください。病院も行きますが、不安で、不安で行くと言うこととは違うでしょう。だから、病院に行く前にイエス・キリストにある真の平安、絶対的な平安、神様が永遠にともにおられるがゆえに与えられる平安です。イエス・キリストがそのすべてを全うされて、だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、この平安の主人公になるように祝福されました。皆さんの過去のいろいろな姿を通して、皆さんを考えることは止めてください。今の現実の様々なことの中で、平安が奪われることのないようにしてください。

結論を申し上げます。真の平安こそ、人生最強の武器ですが、皆さんがその平安の主人公であることを、今日覚えていただきたいと思います。他に条件はありません。その平安の住所がイエス・キリストです。ですから、平安のためには何かの前に優先事項として、必ずイエスがその平安の主であるキリストであると言うことを黙想すること、これを何より優先にして見ていただきたいと思います。そうでないと不安のまま何かをやるわけですから、ほぼ99％は間違いになります。間違いをやるよりは何もしない方がいいでしょう。ましでしょう。時計が故障している場合は、1.2回はぴったり合います。でも、間違って動きますと、24時間、間違います。だから、動かないようにと言う意味ではありません。何より優先にイエスの方に住所を求めて、イエスがキリストであることを黙想すること、そして、その中において自分自身が誰なのかということを正しく見つけ出すことを、繰り返して、繰り返してやってみてください。騙されるつもりでやってみてください。それをしないまま、雰囲気によって恵まれたと言うことであれば、同じことが繰り返されて成長が中々、見られません。契約の民として、契約に突き進むべきなのに、それなしで恵み、恵みと言うようになります。その繰り返しをここで断ちましょう。一日に中で時間を決めて、イエスがキリストであることを無条件、黙想し、その中で自分が誰なのか、この平安の主人公であるということをいつも見つけ出して、それを味わうようにしてください。告白しエンジョイしましょう。エンジョイの第一段階は考えることです。認めることです。
それから、その平安が皆さんに与えられた理由、また与えられざるをえなかった理由、そして、皆さんがその平安を味わわないといけない理由、味わうしかない理由をいつも考えてください。それが契約です。皆さんの人生、皆さんの現場においての福音宣教の具体的な内容などを、一瞬たりとも忘れないで、「このために必ずこの平安は与えられるしかなかったし、今、味わわないといけないし、味わうことができる者だ」ということを考えてください。福音宣教の具体的な契約を握ったときには、皆さんに平安が何より求められるでしょう。聖霊充満を祈ってください。だから、契約の理由を考えるようにしましょう。そうしながら、不安が皆さんにまた訪れてくるときには、このような内容をベースにして、簡単に不安という者は無条件、無視してください。からかってください。不安が皆さんの信仰告白によって、不安に震えるようにしてください。昔、うつを患っているある方に言いました。それが助けになったかどうかわかりませんが、うつがあなたの信仰告白によって、うつがうつになるようにしなさいよと。うつが憂鬱になるようにしなさい。不安が不安になるようにしなさい。イエスはキリストなのだから。あなたは真の平安の主人公、聖霊様、助け主が永遠にともにおられる、絶対に何事でも奪われることのない平安の主人公なのだから。これを存分にエンジョイしていただきたいと思います。
（祈り）

愛する天の父なる神様。今日も兄弟姉妹とともに神様に礼拝をささげております幸いを感謝いたします。どうかサタンによって始まりました不安をイエス・キリストによって終止符を打ち、真の平安を持つようになりました。この素晴らしい福音をしっかりと握って、様々な攻撃の中でいつもイエス・キリストの住所を求めて、そこから与えられる平安を自分のものとし存分に味わいエンジョイすることによってすべてを吹き飛ばし、契約の道を突き進むことができるように、どうか神様、助けてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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